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注意 

  ・製品を使用する前に必ず本書をお読みください。 

 ・本書は製品と共に保管してください。 
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はじめに 

 

 

▼  は じ め に  

 

 このたびは，高耐圧直流アンプＡＬ１３０１Ａをお買い上げいただき誠にありがとうございま

す。使用の際には，本取扱説明書を熟読していただき，正しくお取扱いくださるようお願いいた

します。 

 本取扱説明書は，高耐圧直流アンプＡＬ１３０１Ａを正しく動作させ，安全に使用していただ

くために，必要な知識を提供するためのものです。いつも本器と一緒に置いて使用してください。 

 また，本取扱説明書の内容について不明な点がございましたら，弊社セールスマンまでお問い

合わせください。 

 

▼  梱 包 内 容 の 確 認  

 冬季の寒い時期などに急に暖かい部屋で開梱しますと，製品に露を生じ，本器の動作に異常を

きたす恐れがありますので，室温に馴染ませてから開梱するようお願い申し上げます。 

 本器は十分な検査を経てお客様へお届けいたしておりますが，受領後開梱しましたら，外観に

損傷がないか確認してください。また，本器の仕様，付属品等についても確認をお願いいたしま

す。 

 万一，損傷・欠品等がございましたら，購入先または巻末に記載の弊社支店・営業所までご連

絡ください。 

                                                                                             

▼  本 器 を 安 全 に 御 使 用 い た だ く た め に  
 本器は，安全について配慮して製造しておりますが，お客さまの取扱いや操作上のミスが大き

な事故につながる可能性があります。 

そのような危険を回避するために，必ず取扱説明書を熟読のうえ，内容を十分に御理解頂いたう

えで御使用ください。 

 また，“できないこと”や“行ってはいけないこと”は極めて多くあり，説明書にすべて記載

することは出来ません。従いまして，説明書に“できる”と書いていない限り“できない”とお

考えください。 

 

▼  ご 注 意  

 

 

  ●  本書の内容は，将来予告なしに変更することがあります。 

 

  ●  本書の内容の全部または一部を無断で転載，複製することは禁止されています｡ 

 

  ● ※本書の内容に関しては万全を期していますが，万一ご不審な点や誤り，記載漏 

     れなどお気づきのことがありましたらご連絡ください。 

 

  ●  運用した結果の影響については，上記（※項）に係わらず責任を負いかねます 

     のでご了承ください。 
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安全上の対策 
 

 

       本器のご使用にあたって，以下の事項を必ずお守りください。なお，取扱注意に反し   

     た行為による障害については保証できません。 

 

       本取扱説明書では，本器を安全に使用していただくためにつぎのような事項を記載して 

      います。 

 

 

 感電事故など，取扱者の生命や身体に危険がおよぶ恐れがある場合に 

 その危険を避けるための注意事項が記されています。 

 

 

 

 

 機器を損傷する恐れがある場合や，取扱上の一般的な注意事項が記載 

されています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　告警
 

　　　　　　注 意
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　　　　　　告警
 

● 電 源 

供給電源が本器の定格内であることを必ず確認のうえ，本器の電源を入れてください。 

また，感電や火災等を防止するために，電源ケーブルや接続ケーブルは，必ず当社から 

支給されたものを正しくお使いください｡ 

 

● 保護接地及び保護機能について 

保護接地は本器を安全にご使用いただき，お客様及び周囲機器を守る為に必ず行って 

ください。なお，下記の注意を必ずお読みください。 

 

 １）保護接地 

本器は感電防止などのために，電源ケーブルに接地線のある３極電源ケーブルを使用し 

ています。必ず保護接地端子を備えた電源コンセントに接続してください。 

 

 ２）保護接地の注意 

本器に電源が供給されている場合，保護接地線の切断や保護接地端子から結線が外れる 

ことのないよう注意してください。もし，このような状態になりますと本器の安全は 

保証できません。 

 

 ３）保護機能の欠陥 

保護接地の保護機能に欠陥があると思われるときは，本器を使用しないでください。 

また本器を使用する前には保護機能に欠陥がないことを確認するようにしてください。 

 

● ガス中での使用 

可燃性，爆発性のガス，または蒸気のある雰囲気内で使用しないでください。 

お客様及び本器に危険をもたらす原因となります。 

 

● ケースの取り外し 

本器の本体カバーの取り外しは大変危険ですので取り外さないでください。 

 

● 入力信号の接続 

本器の保護接地端子を確実に接地してから入力端子への接続を行ってください。 

感電事故や焼損事故を防ぐため，入力線の接続時には入力線に信号および同相電圧が 

印加されていない事を確認の上，作業を行ってください。 

 

● 動作中の注意 

本器の動作中は入力端子（入力信号線）－本体（保護接地）間，入力端子－出力（出力 

信号線）間などには高電圧が生じている可能性がありますので，操作時には感電事故に 

十分注意してください。 

 

● 片線接地（シングルエンド）接続時での注意 

  片線接地（シングルエンド）接続を行う場合、入力のコモン端子（黒色ターミナル）を 

必ず入力端子－（白色ターミナル）に接続してください。入力信号によっては、 

感電事故、機器の故障を起こします。 

 

● 本器の設置カテゴリおよび汚染度 

  本器は設置カテゴリⅡ，汚染度Ⅱの使用機器です。この範囲内でご使用ください。 
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　　　　　　注 意
 

● 取り扱い上の注意 

以下の事項に十分注意して，本器を取扱いください。 

 

１）操作者の限定 

 本器の操作方法を知っている人以外の使用をさけてください。 

 

２）本器の保管および使用環境 

 本器の保存温度は －２０～７０℃，保存湿度は１０～９０％です。 

 特に，夏の時期，長時間日射の当たる場所や温度が異常に高くなる場所（自動車内等） 

 に保管しないでください。本器は次のような場所で保管または使用しないでください。 

 

 ①直射日光や暖房器具などで高温または多湿になる場所 

  （使用温度範囲：－１０～５０℃，湿度範囲：２０～８０％） 

 ②水のかかる場所 

 ③塩分，油，腐食性ガスの充満している場所 

 ④湿気やほこりの多い場所 

 ⑤振動の激しい場所 

 

３）電源等の使用上の注意 

 ①電源電圧の変動に注意し，本器の定格を超えると思われるときは，使用しないで 

  ください。 

 ②雑音の多い電源や，高圧電源の誘導等による雑音がある場合は，ノイズフィルタ等 

  を使用してください。 

 

４）校正 

 本器の精度を維持するために，定期的な校正をお勧めします。 

 １年に一度定期校正（有償）を行うことにより，信頼性の高い測定が行えます。 
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保証要領 

 

 

 弊社の製品は設計から製造工程にわたって，充分な品質管理を経て出荷されていますが，ご使

用中に万一故障だと思われた場合，弊社に修理の依頼をされる前に本器の操作，電源電圧の異常，

ケーブル類の接続などをお調べください。 

 

 修理や校正のご要求については最寄りの営業所，または販売店へご相談ください。その場合，

機器の形式，製造番号，及び故障状況の詳細をお知らせください。 

 

なお，弊社の保証期間及び保証規程を以下に示します。 

 

 

 

 

保証規定 

 

     １． 保証期間  ： 本製品の保証期間は，納入日より１年です。                  

                                     

 

２． 保証内容 ：  保証期間内の故障については，必要な修理を無償で請け負います   

             が，次の場合は，弊社規程によって修理費を申し受けます。 

 

                      ① 不正な取り扱いによる損傷，または故障。 

 

                        ② 火災，地震，交通事故，その他の天災地変により生じた損傷， 

                            または故障。 

 

                        ③  弊社以外の手による修理，または改造によって生じた損傷，    

                           または故障。 

 

                        ④ 機器の使用条件を超えた環境下での使用，または保管による    

                        故障。 

 

                        ⑤ 定期校正。 

 

                        ⑥ 納入後の輸送，または移転中に生じた損傷，または故障。 

 

     ３．  保証責任 ： 弊社製品以外の機器については，その責任を負いません。 
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 １． 概 要 

 
１ ． １  特 長  
 ＡＬ１３０１Ａは，入出力アイソレーションに光ファイバを用いた高耐圧直流アンプです。 

ＡＬ１３０１をベースに，サージ耐性を強化させております。 

耐電圧は８ｋＶ（１分間）で最大入力電圧は２ｋＶとなっております。 

 また，最大利得は１０００倍で，±１０ｍＶの信号を±１０Ｖに増幅することができます。 

  操作はフラットパネルで行い，ＫＥＹ ＬＯＣＫスイッチにより誤操作から設定を保護す

ることができます。 

  収納ケースを利用すると電源の一括給電および校正値の印加やキーロックの設定が全チャ

ネル同時にできます。 
 

１ ． ２  製 品 構 成  

   ・高耐圧直流アンプ・ユニット   ＡＬ１３０１Ａ 

   ・８ｃｈベンチトップケース    ＡＬ１３－１０４（オプション） 

   ・８ｃｈラックマウントケース   ＡＬ１３－１０５（オプション） 

   ・空パネル             ＡＬ１３－３１８（オプション） 
 

１ ． ３  標 準 付 属 品  

   ・ＡＣ電源ケーブル（0311-5044） (１本) 

   ・調整用ドライバ （１本） 

   ・出力ケーブル(BNC－みの虫)(0311-2057) （１本） 

   ・取扱説明書（１冊）7001707-R01（本書） 
 

 

１ ． ４  計 測 の ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ ･ ﾀ ﾞ ｲ ｱ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ  

測定系は，測定すべき現象（信号）の大きさ，周波数および測定時間を考慮して組まれま

すが，その中でも代表的な測定系を図１に示します。 

 

     

 

 

  

  

  

  

  

  

 

記録および処理 
測定現象 電 圧 

測定器 高耐圧直流アンプ 

オシロスコープ 波形観測 

データレコーダ 磁気テープへの波形記録 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾎﾞﾙﾄﾒｰﾀ デジタル表示 

ｻｰﾏﾙﾄﾞｯﾄﾚｺｰﾀﾞ 高帯域波形記録（DC～20kHz） 

データ収録装置 波形のデータの収録 

 

作  データ処理装置 波形の統計処理，データ解析 

 
図１ 計測のﾌﾞﾛｯｸﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ 



2-1 

 ２． 各部の名称と機能 

 

 
       図２ 前面パネル          図３ 背面パネル 

 

２ ． １  前 面 パ ネ ル 各 部 の 名 称 と 機 能 （図２参照） 

 

表１ 前面パネル各部の名称と機能 

 番号 名  称 機       能 

  ① ZERO表示ＬＥＤ アンプ出力が約±１００ｍＶの範囲内の時，緑色に点灯します。 

  ② OVER表示ＬＥＤ アンプ出力が約±１０．５Ｖ以上の時，赤色に点灯します。 

 

 

 ③ 

 

ＶＡＲ 

（利得微調整） 

利得微調整ボリュームです。⑩の利得表示に対して，左一杯で  

×１，右一杯で×２．５以上となります。 

 

 

 

 

 ④ 

 

 

 

ＫＥＹ ＬＯＣＫ 

(ｷｰﾛｯｸ･ｽｲｯﾁ及び 

 表示LED） 

 

このスイッチを押し続ける（約３秒）と，ＬＯＣＫ表示ＬＥＤが 

点灯し，ＫＥＹ入力が受け付けられなくなります。 

ロック解除の場合もこのスイッチを押し続けます（約３秒）。 

ロックが解除されるとＬＯＣＫ表示ＬＥＤは消灯します。 

 

 

 ⑤ 

 

ＺＥＲＯ 

（零点調整） 

このボリュームにより出力を±１Ｖの範囲で変化させることがで 

きます。 

 

 

 ⑥ 

 

ＰＯＷＥＲ 

（電源スイッチ） 

このノブを押し込むと本器に電源が入ります。電源を切る場合は 

再度押し込んでください。電源ＯＦＦの状態では，ノブの根本に

黄色のリングが見えます。 

  ⑦ 取付用ネジ受け座 本器をケースに収納する際に使用する取付ネジの受け座です。 

  ⑧ チャネル番号枠 チャネル番号などの表示に使用できます。 

 

 

 

 

 ⑨ 

 

 

 

ＩＮＰＵＴ 

（入力切換ｽｲｯﾁ 

 及び表示LED） 

 

このスイッチを押すとＯＮ表示ＬＥＤが点灯し，アンプの入力が 

信号ラインに接続されます。 

もう一度押すとＬＥＤは消灯（ＯＦＦ）し，アンプの入力が信号 

ラインから切り離され，入力回路コモンに接続されます。 

 

 

 

 

 ⑩ 

 

 

 

ＧＡＩＮ 

（利得切換ｽｲｯﾁ 

 及び表示LED） 

 

アンプの利得設定は，点灯中のＬＥＤの右側の倍率表示値となっ 

ており,×1,×2,×5,×10,×20,×50,×100,×200,×500,×1000 

の１０段階に切り換えられます。上矢印スイッチを押すと利得は 

高くなり，下矢印スイッチを押すと低くなります。 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑰ 

⑱ 

⑲ 

⑪ 
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     表１ 前面パネル各部の名称と機能（つづき） 

 番号 名  称 機       能  

 

 

 

 ⑪ 

 

 

ＡＴＴ 

（分圧器切換ｽｲｯﾁ 

  及び表示LED） 

このスイッチを押すとＡＴＴの設定が切り換えられます。×１の時

の最大入力範囲は±１０Ｖ（DCまたはACﾋﾟｰｸ値），×1/1000の時の

最大入力範囲は±２ｋＶ（DCまたはACﾋﾟｰｸ値）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑫ 

 

 

 

ＣＡＬ 

（校正値印加ｽｲｯﾁ 

 及び表示LED） 

 

このスイッチを押すと，ＯＮ表示ＬＥＤが点灯し校正値が印加され

ます。もう一度押すとＬＥＤは消灯し印加されなくなります。出力

は＋２Ｖに③ＶＡＲで設定されている利得を乗じた値になります

（ＶＡＲ左一杯時は＋２Ｖ）。ＣＡＬ電圧は信号に重畳されますの

で測定中はＯＦＦにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑬ 

 

 

 

ＬＰＦ 

（ﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ切換 

ｽｲｯﾁ及び表示LED) 

 

このスイッチで本器の出力フィルタを切り換えます。本器のフィル

タは３ポールベッセル形（降下特性-18dB/oct）となっています。 

カットオフ周波数は１０，１００，１ｋ，１０ｋＨｚです。 

Ｗ／Ｂ時は（１００ｋＨｚ＋１，－３ｄＢ）となります。 

 

 

 

 

 
 
２ ． ２  背 面 パ ネ ル 各 部 の 名 称 と 機 能 （図３参照） 

 

表２ 背面パネル各部の名称と機能 

 番号 名    称 機       能  

  ⑭ 保護接地端子 ご使用に際しては必ず接地してください。  

 

 

 ⑮ 

 

ＩＮＰＵＴ 

（入力端子） 

測定レンジにより２種類の入力端子があります。コモン端子（黒色）

は共通です。⑪ ＡＴＴで選択した入力端子を使用してください。×

１の時の測定範囲は±１０Ｖから±１０ｍＶ，×１/1000の時は±２

ｋＶから±１０Ｖです。ただし，③ ＶＡＲを左一杯から右一杯に回

すことにより，測定範囲は約１/2.5となります。 

本器の入力端子と保護接地端子，出力端子との間は±３ｋＶ ＤＣま

たはＡＣピーク（連続）の耐電圧を有しております。 

 

 

 

 

 

 ⑯ 

 

 

ＯＵＴＰＵＴ 

（出力コネクタ） 

 

出力電圧，電流はOUTPUT１が±１０Ｖ，±５ｍＡです。OUTPUT２は

±１０Ｖ，±１０ｍＡです。電圧入力のデータ収録器，表示装置，

Ａ／Ｄ変換器などを接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｉ／Ｆ 

(ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ･ｺﾈｸﾀ) 

 

 

 

 

 

 

 

本器と収納ケースとの電気的なインターフェースを行うためのコネ

クタです。ＣＡＬ端子(I/F①)を出力コモン端子(I/F⑤)に接続する

ことにより校正値が印加されます。この端子と⑫ＣＡＬスイッチの

どちらか一方でもＯＮ状態になると校正値が印加されます。   

   同様にKEY LOCK端子(I/F⑥)も出力コモン端子(I/F⑤)に接続

することにより各設定スイッチがロックされます。この端子と④Ｋ

ＥＹ ＬＯＣＫスイッチのどちらか一方でもＯＮ状態になると各設

定スイッチがロックされます。 

Ｉ／Ｆコネクタのピン配置を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑱ 

 

 

ＡＣ電源入力 

    コネクタ 

 

ＡＣ電源ケーブルの接続用コネクタです。本器のＡＣ電源入力部は

信号入力部に対してＡＣ８ｋＶ１分間，出力およびケースに対して

ＡＣ２ｋＶ１分間の耐電圧を有しております。 

 

 

 

 

 

 ⑲ 

 

形式ラベル 

 

カバーの左側側面には形式ラベルが貼られております。 

本器の電源電圧，消費電力，シリアルNo.などが記入されています。 

 

 

 

 ① CAL     ② RESERVE  ③ RESERVE 

 ② RESERVE  ⑤ 出力ｺﾓﾝ  ⑥ KEY LOCK 

 ⑦ RESERVE  ⑧ RESERVE  ⑨ RESERVE 

 ⑤④③②① 

⑨ ⑧⑦⑥ 
 

  I/Fｺﾈｸﾀ 

 (背面より) 

HAIMENN  



3-1 

 

本器の使用温度，湿度範囲（－10～＋50℃，20～80％RH）を超えない

ように，また，強力な磁界あるいは電界内に設置しないでください。 

本器の設置カテゴリはⅡです。 

本器をご使用の際は必ず接地してください。 

 ３． 測定準備 

 

 

 

 

 
 
３ ． １  保 護 接 地 端 子 の 接 続  

 

  接地電位差等の問題で入力線に高い電圧が生じ，万一絶縁破壊がおこっても保護接地端子を

接地していれば感電事故を防ぐ事ができます。ＡＷＧ１６程度の線材で接地してください。 

 

 

 

 

 

３ ． ２  電 源 ケ ー ブ ル の 接 続  

 

電源ケーブルは，付属の交流電源ケーブル(0311-5044)を使用し，本器の電源スイッチをＯ

ＦＦにした状態で接続してください。 

保護接地端子を接地する代わりに交流電源ケーブルを接地していただくこともできます。 

いずれかの方法で必ず接地してください。 

 

 

 

 

 

３ ． ３  入 力 部 の 接 続  

 

入力信号ケーブルを入力端子に確実に接続します。入力端子はターミナルを使用しています。

金属部が露出していますので，操作時には感電事故に十分注意してください。 

測定する電圧が±１０Ｖ以下の時は，ＡＴＴの設定を×１

として×１の±入力端子を使用してください。それ以上の場

合はＡＴＴの設定を×１／1000として×１／1000の±入力端

子を使用してください。また，×１,×１／1000どちらの場合

にもコモン端子は必ず接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）雑音対策 

   信号源からのケーブルはできるだけ短くし雑音の混入，

 増大を抑えるようにしてください。 

  コモン端子を±信号源のどちらかに接続することによ 

り雑音対策となることがあります。 

 

 注意 

 警告 

入力線の接続時には入力線に信号および同相

電圧が生じていないことを確認してから作業

してください。また，入力ケーブル自体の絶縁

および耐電圧性能にも注意してください。  

 警告 

 

電源ケーブル、入出力ケーブルの接続は，接続先機器および本器の電

源がＯＦＦの状態で行ってください。 
 警告 

図４ 入力端子 

1 OUTPUT 2

＋

COM

×1 ×1/1000

MAX10V MAX2kV

INPUT

3kV PK MAX

CAT

＋
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シールド（コモンシールド）

CMVRc

Rs2

Rs1

es2es1

GND

出力

出力機器等

COM

AL1301

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

図５－１ 差動入力の接続方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－２ 片線接地の接続方法 

 

   注１．片線接地の場合は、必ずＣＯＭ端子を－端子に接続して下さい。 

      機器の故障につながります。 

   注２．上図（図５－２）は、２芯ｼｰﾙﾄﾞ線を使用していますが、 

      １芯ｼｰﾙﾄﾞ線でも問題ありません。 

 

（２）絶縁確保および入力インピーダンスについて 

   本器の入力端子や本体カバーに，ほこりや油，水等が付着しないように注意してください。 

  汚れがつくと絶縁抵抗が低下し，仕様を満足しなくなる恐れがあります。 

  表３に本器の入力インピーダンスを示します。表の値は許容入力電圧以下でのインピーダ

  ンスを示しています。±入力端子とも同じ値です。 

 

            表３ 入力インピーダンス表 

Ａ Ｔ Ｔ  I N P U T  S W  電 源 Ｏ Ｎ  電 源 Ｏ Ｆ Ｆ  

× １  
Ｏ Ｎ  1 0 M Ω 以 上  Ｏ Ｐ Ｅ Ｎ  

Ｏ Ｆ Ｆ  1 0 M Ω 以 上  Ｏ Ｐ Ｅ Ｎ  

× 1 / 1 0 0 0  
Ｏ Ｎ  約 1 0 M Ω  

Ｏ Ｆ Ｆ  約 1 0 M Ω  

 

 

 

 

 

 

 警告 
過大電圧入力時は，ヒューズが切れるまでは極端にインピーダンスが

下がることがあります。必ず許容入力電圧範囲以内でご使用ください。 

－

＋

COM

AL1301A

出力機器等

出力

GND

ｼｰﾙﾄﾞ線

注１

注２

信号
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３ ． ４  出 力 と 負 荷 の 接 続  

 

  接続する記録器（電圧入力機器）に合わせ出力ケーブルを接続します。 

 本器の出力は，±１０Ｖ，５ｍＡ(OUTPUT1)または１０ｍＡ(OUTPUT2)となっておりますので，

それぞれ，２ｋΩ，１ｋΩ（抵抗負荷のみの場合）以上の出力負荷でお使いください。 

  本器の出力端子のコモン（－側）端子は本体シャーシ（保護接地端子）と接続されています。 

 

（１）出力線の扱い 

  付属の出力ケーブルはＢＮＣコネクタ用のＲＧ５８Ａ／Ｕのシールド線です。 

  特別に高い耐電圧を考慮したものではありませんので，本器の入力端子や使用される入力

 ケーブルに近づけないようにしてください。 

 

（２）記録器との接続 

  データレコーダとの接続では入力レベルに十分注意してください。とくにＦＭ変調方式に

 よるデータレコーダでは過大入力における過変調により記録できなくなります。 

  データレコーダや直流増幅器内蔵型のレコーダを接続する場合には，入力レベルが２０Ｖ

 ｐ－ｐ（±１０Ｖ）以上印加できる機器であることを確認してください。 

  また，本器の感度を下げ，レコーダの感度をあげて設定しますとＳ／Ｎ（信号対雑音比）

 の良くない測定になります。 
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 ４． 測定方法 

 

４ ． １  測 定 前 の 操 作  

 

   ＡＬ１３０１Ａの設定方法について，基本的な操作の流れを説明します。 
 

 

                            ・入力切換スイッチがＯＦＦであることを確認します。 

 

 

                          ・測定範囲は，±１０Ｖ／（GAIN×ATT×VAR）となります。 

 

                             ・まず，ＶＡＲ(利得微調整)は左一杯の×１にしておきます。

                            利得は，ＧＡＩＮ設定値とＡＴＴ設定値の乗算値となります。 

                             ・ＧＡＩＮ（利得）設定スイッチの設定 

                            ［ 1，2，5，10，20，50，100，200，500，1000 ］ 

                          ・ＡＴＴ（分圧器）設定スイッチの設定［ ×1，×1/1000 ］ 

                            

                          ・ＶＡＲ（利得微調整）ボリュームの設定［×1～×2.5以上］ 

 

                          ・校正信号は利得設定によらず，ＶＡＲ左一杯で＋２Ｖです。 

                          ・ＶＡＲの設定により２Ｖ×１～×２．５以上となりますので， 

                           ＶＡＲによって調整された利得を知ることができます。 

 

 

                          ・ローパスフィルタは必要に応じて設定します。 

                          ・測定信号を損なわず,S/Nの良い測定となるよう選択します。 

                          ・ローパスフィルタ切換スイッチの設定 

                            ［ 10，100，1k，10k，W/B(Hz)］ 

 

                          ・設定表示LEDの点灯を確認し約30分間予熱後，入力切換の設定

                           をＯＮにして測定に入ります｡ 

 

    なお，本器の測定範囲は表４のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力切換の設定 

（INPUT） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定範囲の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利得の設定 

（GAIN,ATT） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利得微調整 

（VAR） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校正信号の印加 

（CAL） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀの設定 

（LPF） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予熱・測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本器の最大入力電圧はＡＴＴ＝×１で±１０Ｖ，ＡＴＴ＝×１/1000

で±２ｋＶです。この電圧が測定電圧（入力電圧）の最大値です。 
警告 

本器の最大許容電圧はＡＴＴ＝×１で±３０Ｖ，ＡＴＴ＝×１/1000

で±２．２ｋＶです。この電圧を越えると焼損する事があり危険です。 
警告 

ＯＮで２Ｖ×ＶＡＲ値を出力。測定中はＯＦＦにします｡ 
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表４ 測定範囲 

 利 得 ＡＴＴ（分圧器）：×１ ＡＴＴ（分圧器）：×１/1000  

 （GAIN） ＶＡＲ左一杯 ＶＡＲ右一杯 ＶＡＲ左一杯 ＶＡＲ右一杯  

 １０００ ±１０ｍＶ 約±４ｍＶ ±１０Ｖ 約±４Ｖ  

 ５００ ±２０ｍＶ 約±８ｍＶ ±２０Ｖ 約±８Ｖ  

 ２００ ±５０ｍＶ 約±２０ｍＶ ±５０Ｖ 約±２０Ｖ  

 １００ ±１００ｍＶ 約±４０ｍＶ ±１００Ｖ 約±４０Ｖ  

 ５０ ±２００ｍＶ 約±８０ｍＶ ±２００Ｖ 約±８０Ｖ  

 ２０ ±５００ｍＶ 約±２００ｍＶ ±５００Ｖ 約±２００Ｖ  

 １０ ±１Ｖ 約±４００ｍＶ ±１ｋＶ 約±４００Ｖ  

 ５ ±２Ｖ 約±８００ｍＶ ±２ｋＶ 約±８００Ｖ  

 ２ ±５Ｖ 約±２Ｖ ±２ｋＶ ±２ｋＶ  

 １ ±１０Ｖ 約±４Ｖ ±２ｋＶ ±２ｋＶ  

 

 

 

 

４ ．  ２  測 定 値 の 読 み 方  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

利得微調整ＶＡＲを左一杯にした通常の測定では，出力値を設定倍率で除した値を測定値

とすることができますが，利得微調整ＶＡＲを右方向に操作して利得調整（または出力振幅

調整）をした場合は，校正値（ＣＡＬ）出力等を利用して補正計算しなければなりません。 

次に，計算式を示します。 

 

（１）ＶＡＲ左一杯での測定 

 

 

 

 

 

（２）ＶＡＲ使用での測定 

 

 

 

 

 

±２ｋＶ 

測定系の電源は，負荷側（出力側）より投入してください。  注意 

計測中の本器では入力端子とケース間，入力端子と出力端子間などに

高電圧が生じている可能性がありますので，操作時には感電事故に十

分注意してください。 

 警告 

           出力値 

 測定値＝ 

      （ＧＡＩＮ値×ＡＴＴ値） 

       出力値×ＶＡＲ左一杯時の校正値出力（＋２Ｖ） 

 測定値＝ 

      （ＧＡＩＮ値×ＡＴＴ値）×測定利得での校正値出力 

表示の時には本器の定格出力±１０Ｖまで出力できません。 
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 ５． 動作原理 

 

５ ． １  測 定 信 号 の 流 れ  

 

  測定信号の流れにそって説明します。 

 本器はＡＴＴ×１，×１/1000の設定に合わせ，それぞれ専用の入力端子が後段の増幅部に

接続されます。信号は入力端子から入力ＡＴＴ部（１／1000アッテネータ，入力保護ヒュー

ズ）を経て入力切換スイッチ（ＩＮＰＵＴ）に送られ，その後信号増幅部でＧＡＩＮの設定

により１倍から１０００倍まで増幅されます。その後，Ｖ／Ｆ変換回路により電圧信号は周

波数信号に変換され，光パルスとして光ファイバにより出力段へ渡されます。 

出力段では，光パルスを周波数信号として取り出し，Ｆ／Ｖ変換回路により電圧信号に変

換され，不要な信号をカットするキャリアフィルタ回路，利得微調整回路（ＶＡＲ），零点

調整回路（ＺＥＲＯ），ローパスフィルタ（ＬＰＦ）を経て出力回路へ送られます。 

また，校正値印加時にはＣＡＬ回路出力値が利得微調整回路（ＶＡＲ）で×１～×２．５

（以上）倍され出力されます。 

出力回路の電圧はモニタされＺＥＲＯおよびＯＶＥＲの検出を行っています。±１００ｍ

Ｖ以内で緑色（ＺＥＲＯ）ＬＥＤが点灯し，±１０．５Ｖ以上で赤色（ＯＶＥＲ）ＬＥＤが

点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

             図６ AL1301A ﾌﾞﾛｯｸ･ﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ 

 

５ ． ２  キ ー お よ び Ｉ ／ Ｆ 信 号 設 定  

 

次に前面パネルキーおよび背面パネルＩ／Ｆ信号による設定について説明します。 

前面パネルのキーおよび背面パネルのＩ／Ｆ信号での設定は，コントロール部で判断され

入力部，出力部に設定されます。Ｉ／Ｆコネクタからはキーロックの設定と校正値の印加が

行えますが，前面キーとどちらか片方でもＯＮであれば動作はＯＮとなります。 

キー操作でキーロックをＯＮまたはＯＦＦとするためには，ＬＯＣＫ表示ＬＥＤが点灯ま

たは消灯するまでキーロック設定キーを押し続ける（約３秒）必要があります。 

Ｉ／Ｆ信号は‘Ｈ’レベルが＋５Ｖ，‘Ｌ’レベルが０Ｖです。 

接点信号での制御の場合は，設定端子を回路コモンに接続しますとＯＮとなり，開放する

とＯＦＦとなります。また，ＴＴＬ信号での制御の場合は，回路コモン同士を接続した上で

設定端子を‘Ｌ’レベルにしますとＯＮとなり，‘Ｈ’レベルにしますとＯＦＦとなります。 

（６．５ 背面端子部の接続を参照してください。） 

設定値はフラッシュメモリにより保持されます。保持期間は設計値で，２０年です。 

ＬPＦ 
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CAL 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OUT1 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OUT2 

2 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シートパネル 

設定KEY 

設定表示LED 

E/0変換 

I/Fｺﾈｸﾀ 

O/E変換 ｺﾝﾄﾛｰﾙ部 

電源部 

光ﾌｧｲﾊﾞ 

光ﾌｧｲﾊﾞ 

電源部 高耐圧

ﾄﾗﾝｽ 

電源ｺﾈｸﾀ ﾋｭｰｽﾞ 

 

電源ｽｲｯﾁ 

 

 
・E/O変換：電気→光 

・O/E変換：光→電気 
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表５ 収納ケースの種類 

収納ケース等の名称 形  式 

８チャネル・ベンチトップケース ＡＬ１３－１０４ 

８チャネル・ラックマウントケース ＡＬ１３－１０５ 

空パネル ＡＬ１３－３１８ 

 

 ６． 収納ケース 

 

６ ． １  収 納 ケ ー ス の 機 能 と 種 類  
             

 表５のような収納ケースが

ラインナップされています。 

測定チャネル数などにより 

選択してください。 

収納ケースにはアンプ・ユ 

ニットとの接続用に電源コネ

クタとＩ／Ｆコネクタをチャ

ネル数分装備するとともに前面側にＣＡＬ印加スイッチ，ＫＥＹ ＬＯＣＫスイッチ，電源

スイッチ，また背面側に全ユニット一括接続用の電源コネクタ，電源ヒューズ，Ｉ／Ｆ（イ

ンターフェース用）端子台（ＣＡＬ端子，ＫＥＹ ＬＯＣＫ端子，出力コモン端子），保護

接地端子を装備しています。 

前面側のＣＡＬスイッチ，ＫＥＹ ＬＯＣＫスイッチを操作することによりケースに収納

された全チャネルのＣＡＬの印加（解除）およびＫＥＹ ＬＯＣＫ機能の有効（無効）の切

り替えをすることができます。また，これらは背面側のＩ／Ｆ端子台のＣＡＬ端子，ＫＥＹ

 ＬＯＣＫ端子を出力コモン端子に接続することによっても機能させることができます。 

アンプ・ユニットの操作パネルと前面スイッチおよび背面Ｉ／Ｆ端子台はどれかひとつで

も印加または有効の設定であれば有効となる“ｏｒ”の関係になっています。 

 

 

６ ．  ２  ア ン プ ・ ユ ニ ッ ト の 収 納  
 

 アンプ・ユニットをケースに収納する場合は，ユニット下面の溝とケースの収納用ガイド

を合わせてアンプ・ユニット背面の電源コネクタとＩ／Ｆコネクタが間違いなく接続される

ようにゆっくり押し込みます。 

収納される全チャネルを差し込み，ユニット前面から上下２個のユニット固定用のローレ

ット・ネジで固定します。 

 

 

６ ． ３  空 パ ネ ル の 取 付 方 法  

 

 空パネルはユニットを収納しないチャネルの体裁を整えるために使用します。ケースへの

固定はユニット取付用の上下のネジ穴を利用しローレット・ネジを使用して取り付けます。 

 

 

６ ． ４  保 護 接 地 線 の 接 続  

 

 ケース収納時は各アンプ・ユニットの保護接地端子，収納ケースの保護接地端子，一括電

源コネクタの接地端子は接続され，全て同電位となります。 

接地線は，ＡＷＧ１６の線材を使用してネジ止めしてください。 

 

 
 

安全のため保護接地端子は必ず接地してください。 
 

警告 
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外部コントロール信号 アンプ

ＣＡＬ

ＣＯＭ 出力コモン

ＣＡＬ

CAL SW

収納ケース

10kΩ

５

+5V

１

 

アンプ外部コントロール信号

ＣＡＬ ＣＡＬ

出力コモンＣＯＭ

CAL SW

収納ケース
10kΩ

５

１

+5V

 

６ ． ５  背 面 端 子 部 の 接 続  

 

背面端子のＣＡＬ端子やＫＥＹＬＯＣＫ

端子を”Ｌ”レベルにすると，全チャネル

一括で機能させることができます。 

”Ｌ”レベルにするには図７のような方

法が使用できます。 

 複数ケースを使用する場合は各ケースの

該当端子同士を接続し，どれか１ケースの

端子を”Ｌ”レベルにすることにより全ケ

ース一括で機能させることができます。 

なお，図中の端子番号は本器のＩ／Ｆコネ 

       a)TTL,CMOS信号との接続      クタの端子番号となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b) ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾚｸﾀ接続                 c)接点信号との接続 

 

図７ 背面端子からのコントロール方法 

 

 

６ ． ６  ﾗ ｯ ｸ ﾏ ｳ ﾝ ﾄ ｹ ｰ ｽ 使 用 上 の 注 意  

 

 ラックマウントケースは１９インチ・ラックに収納するための収納ケースです。   

 左右のレールをラックのレールにのせて収納し前面左右４カ所の取付穴を利用して固定

してください。複数のケースを収納する場合は精度の良い測定をするために，ケースとケー

スの間にファンユニットを挿入し放熱してください。 

 

 

 

 

 

 

ラックマウントケースには足が付いていないため，机，床等に直に置

かないでください。放熱がとれず故障の原因となります。 
注意 

外部コントロール信号 アンプ

ＣＯＭ

ＣＡＬ ＣＡＬ

出力コモン

収納ケース

短絡保護抵抗

2kΩ

10kΩ

CAL SW
５

１

+5V

１
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 ７． 保 守 

 
７ ． １  確 認 項 目  

本器は厳密なチェックを経て出荷していますが，部品の自然不良，劣化による性能低下，

故障または結線の不良などにより異常な動作を生じる場合が考えられます。 

異常な動作を生じた場合は，その原因をつきとめ処置する必要があります。十分な性能が

得られないと思われたときは，表６に示しました項目をご確認ください。 

その上で，原因のつかめない場合や故障と思われる場合は，その状況，現象あるいは個所

をなるべく詳しく，当社サービス部門へご連絡下さい。                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表６ 原因と対策 

 症  状 原     因 対   策  

 電源が入らない 

(LED点灯せず) 

 

１．供給電源異常 

２．電源ケーブルの断線または接続不良 

３．※1電源ヒューズの断線 

 

・給電側を確認する 

・ｹｰﾌﾞﾙ交換，手直し 

・※1電源ﾋｭｰｽﾞ交換 

 

出力がでない 

 

 

１．INPUTスイッチがOFF 

２．入力端子の誤接続 

３．※1内部入力ヒューズの断線 

４．出力ケーブルの断線または接続不良 

５．出力が短絡(ショート)されている 

 

・INPUTｽｲｯﾁをONにする 

・ATTの設定を確認する 

・※1内部入力ﾋｭｰｽﾞ交換 

・ｹｰﾌﾞﾙ交換，手直し 

・接続状況を確認する 

出力が小さい 

 

１．負荷が定格より重くなっている 

２．ﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀの選択が適切でない 

 

・出力負荷，電流を確認 

・W/Bにしてみる 

 出力が片振れる １．入力線の断線または接続不良 

２．入力端子での誤接続 

 

・ｹｰﾌﾞﾙ交換，手直し 

・接続状況を確認する 

 

雑音が大きい １．入力結線不良 

２．強電磁界内への設置 

・ｼｰﾙﾄﾞ線接続確認 

・設置場所変更 

 

 ・※1．電源ﾋｭｰｽﾞと内部入力ﾋｭｰｽﾞの交換に際しては注意が必要な為、 

当社のサービスまたは、営業にご連絡していただくようお願い致します。 

 ●使用電源電圧範囲を確認してください。 

    使用電源電圧範囲：ＡＣ９０～１１０Ｖ 

 ●入力電圧範囲を確認してください。 

      入力電圧範囲：ATT ×１で±１０Ｖ以下 

            ：ATT ×１/1000で±２ｋＶ以下 

 ●同相電圧範囲を確認してください 

     入出力間耐電圧：ＡＣ８ｋＶ，１分間 

            ：３ｋＶ(ACﾋﾟｰｸ値またはDC）,連続 

 ●保護接地線は必ず，確実に接続してください 

 

警告 
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 ８． 仕 様 

 

１．チャネル数      １チャネル／ユニット 

２．ｱｲｿﾚｰｼｮﾝ方式    光絶縁方式 

３．入力形式        差動入力 

４．入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ   ＡＴＴ ×１ １０ＭΩ＋１０ＭΩ以上 （許容入力電圧以下の時） 

                注）許容入力電圧以上においては，入力ﾋｭｰｽﾞが切れるまで， 

               入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽが極端に低下します。 

            ＡＴＴ ×1/1000  １０ＭΩ＋１０ＭΩ（±２％） 

５．入力端子         ターミナル 

６．入力ﾋｭｰｽﾞ        入力保護用に各入力回路にﾋｭｰｽﾞ内蔵（125V，125mA） 

７．利得切換      1,2,5,10,20,50,100,200,500,1000および×１,×1/1000（19段） 

８．利得精度      ＡＴＴ×１時 ±０.２％，ＡＴＴ×１/1000時 ±２％（23℃±5℃） 

９．利得安定度    ±０.０３％／℃ 

10．利得微調整(VAR)  各利得間連続可変可能（×１～×２．５以上） 

11．直線性          ±０.０５％／ＦＳ 

12． 周波数特性(W/B)  ＤＣ～１００ｋＨｚ  ＋１，－３ｄＢ 

13．ﾛｰﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ        10，100，1k，10kHz  3ポールベッセル形（降下特性-18dB/oct） 

14．同相許容電圧(CMV) ＡＣ８ｋＶ／分（連続 ±３ｋＶ ＤＣまたはＡＣピーク値） 

15．同相電圧除去比  １１０ｄＢ（DC～60Hz，１ｋΩ平衡入力，利得×1000，VAR最小） 

    （CMRR）     ＡＴＴ×１/1000 時    ±２ｋＶ  ＤＣまたはＡＣピーク値 

17．許容入力電圧      ＡＴＴ×１時          ±３０Ｖ  ＤＣまたはＡＣピーク値 

                      ＡＴＴ×１/1000 時  ±２．２ｋＶ  ＤＣまたはＡＣピーク値 

18．安定性            ±３μＶ／℃以内（入力換算値，利得×1000，VAR最小） 

19．雑音              １００μＶp-p（入力換算値，利得×1000，VAR最小） 

20．零調整範囲        約±１Ｖ 

21．校正電圧          ２Ｖ×ＶＡＲ，精度±０．５％以内 

22．出力              電圧電流    OUTPUT１  ±１０Ｖ  ±５ｍＡ 

                                   OUTPUT２  ±１０Ｖ  ±１０ｍＡ 

                      出力抵抗     ０.５Ω以下 

                      容量負荷     ０.１μＦまで動作 

           ｵｰﾊﾞｰ表示  約±１０．５Ｖ以上で点灯 

23． 絶縁抵抗          DC500Vﾒｶﾞｰで100MΩ以上（入力各端子と出力，ケース，ＡＣ電源間） 

24．耐電圧            入力各端子 と 出力，ケース，AC電源間  ＡＣ８ｋＶ １分間 

                      ＡＣ電源 と 出力，ケース 間         ＡＣ１．５ｋＶ １分間 

           （ＡＣ電源入力にサージ対策用ラインフィルタ内蔵） 

25．電源              ＡＣ１００Ｖ±１０％（５０Ｈｚ，６０Ｈｚ） 

26．消費電力          ８ＶＡ 

27．使用温度・湿度    －１０～＋５０℃，２０～８０％ＲＨ（但し，結露除く） 

28．保存温度・湿度    －２０～＋７０℃，１０～９０％ＲＨ（但し，結露除く） 

29．質量              １．７０ｋｇ±０．１５ｋｇ 

30．外形寸法     Ｗ：４９．５±０．５ｍｍ 

           Ｈ：１４３±１ｍｍ 

           Ｄ：２５３±２ｍｍ 

           （但し，突起部は含まず） 
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31．付属品      ＡＣ電源ケーブル（0311-5044，１本） 

           調整用ドライバ（0523-1004，１本） 

                      出力ケーブル（0311-2057(BNC－みの虫)，１本） 

           取扱説明書（7007017-R01，１冊） 
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 ９． 資料編 

 

９ ． １  周 波 数 ・ 位 相 特 性  

 

1 10 100 1000 10000 100000 1000000
-50

-40

-30

-20

-10

0

10

-90

0

90

180

270

360

450

周波数（Ｈｚ）

振
幅
(
d
B
)

位
相
遅
れ
(
d
e
g
)

振幅(W/B) 振幅(10kHz) 振幅(1kHz) 振幅(100Hz) 振幅(10Hz)

位相(W/B) 位相(10kHz) 位相(1kHz) 位相(100Hz) 位相(10Hz)

AL1301周波数・位相特性

 
 

 

９ ． ２  ケ ー ブ ル 類 一 覧 表  
 

ケ ー ブ ル 類 一 覧 表  

ケーブルの名称 形    状 ピン配置 使用コネクタ 備  考 

出力ケーブル 

 

 

形式 0311-2057 

     (黒ﾓｰﾙﾄﾞ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤…+出力 
  (BNC心線) 

黒…コモン 

 

ＤＤＫ 
BNC-P-58U-CR10 

標準付属 

ＡＣ電源ケーブル 

(AC 90～110V) 

形式 0311-5044 

 

 

 
 

 

 

  標準付属 

出力ケーブル 

形式 47226 

 

 

 

 

 

 

 ＤＤＫ 
BNC-P-58U-CR10 

ｵﾌﾟｼｮﾝ 

 

 

 

BNC       ﾐﾉ虫 

    長さ2m 

   長さ2.5m 

 BNC       BNC 

     長さ2m 

 
 

 

AL1301A周波数・位相特性 
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９ ． ３  A L 1 3 0 1 A 外 形 寸 法 図  
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９ ． ４  ８ チャネル・ベンチトップケース(AL13-104) 外 形 図  
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９ ． ５  ８ チャネル・ラックマウントケース(AL13-105) 外 形 図  

 



末永くお使いいただくために 
 

株式会社エー・アンド・デイ 

 

当社製品をご購入いただきありがとうございます。 
 
当社では、ご購入いただいた製品を末永くご使用いただくために、次のような保守サービス体制 
でのぞんでおります。 

 

 

１． 保証期間 

ご購入いただいた日より一ヶ年を保証期間とし、万一故障が発生した場合には無償で 

修理させていただきます。（ただし、発生した故障が当社の責任の場合に限ります。） 

 

２． 保証期間を過ぎた場合の保守サービス 

保証期間を過ぎた場合には有償で修理サービスを承っております。 

また、お客様のご要望によりオーバーホールも承っております。 

 

３． 保守契約のおすすめ 

当社ではご購入いただいた製品を常に安心して、ご使用いただくために定期点検保守も行って 

おります。校正費用＋αの料金にて、製品保証をさせていただいております。 

詳しくは保守サービス料金表をご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 



  

  メンテナンスサービス 

 

当社の電子計測器には電解コンデンサ､半固定抵抗(ボリウム)､FAN 等の有寿命部品が

使われています。 

 お客様の使用環境、使用頻度によって部品寿命は異なりますが、より長く、効率的

にご使用して頂くために定期的なメンテナンスサービスをお薦めしております。 

 当社ではお客様に納入させていただいた製品を安全に､信頼してご使用頂けるよう

に修理業務と平行して予防保全の見地から､定期点検及びオーバーホールを行ってお

ります。 

 精度管理の為にテストラボへ定期的に校正に出されているお客様が多いと思われ

ます､しかし年数の経過した製品の中にはゴミ・ホコリ等が入っている事が多く､それ

が原因での故障や思わぬ事故につながりかねません。  

 そこで当社での点検・オーバーホールをお勧めいたします。  

 

       有寿命部品の交換目安(※注１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※注１ 使用条件：1 日８時間､毎日使用の時 
 

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 7 年 8 年 9 年 10 年 
FAN 
スイッチ 
電解コンデンサ 0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

80 

90 

100 

能力(％) 

経時年数 

FAN 
スイッチ 
電解コンデンサ 

経年劣化のダメージを受け始め  

 ＊オーバーホールをお勧めします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   注意 
（１）本書の内容の全部または，一部を無断で転載することは固くお断り致します。 

   （２）本書の内容に関しては，将来予告なしに変更することがあります。  
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